
(57)【要約】

【課題】見た目でスッキリ感を出すため、回転止めの爪

をヨロイに立てることなく、ヨロイ及びテンプルがレン

ズに設けたネジ孔を中心としてレンズ端面に沿って回転

することを防止する。

【解決手段】レンズ（１）に「レンズ端面に開口した窪

み」があり、ヨロイ（３）の一部（３ａ）が窪みに嵌入

し、それによりヨロイ及びテンプルの回転が止められて

いることを特徴とするツーポイント眼鏡。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
主 と し て 、 左 右 一 対 の 眼 鏡 レ ン ズ 、 こ の 一 対 の レ ン ズ を 連 結 す る ブ リ ッ ジ 、 前 記 レ ン ズ の
そ れ ぞ れ 外 側 付 近 に 取 り 付 け ら れ た ヨ ロ イ 、 左 右 一 対 の テ ン プ ル 及 び 前 記 ヨ ロ イ と 前 記 テ
ン プ ル と を 連 結 す る 左 右 一 対 の 丁 番 か ら 構 成 さ れ た ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 に お い て 、
前 記 レ ン ズ に は 「 レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 窪 み 」 が あ り 、 前 記 ヨ ロ イ の 一 部 が 前 記 窪 み に 嵌
入 し 、 そ れ に よ り ヨ ロ イ 及 び テ ン プ ル の 回 転 が 止 め ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ツ ー ポ イ
ン ト 眼 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ヨ ロ イ が ネ ジ 止 め に よ り 前 記 レ ン ズ に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 窪 み が レ ン ズ 裏 面 側 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
レ ン ズ 表 面 に ほ ぼ 平 行 な 底 面 を 有 し 、 レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 窪 み を 有 す る 眼 鏡 レ ン ズ 。
【 請 求 項 ５ 】
レ ン ズ が 凹 レ ン ズ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
レ ン ズ が 凹 レ ン ズ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 眼 鏡 レ ン ズ 。
【 請 求 項 ７ 】
主 と し て 、 左 右 一 対 の 眼 鏡 レ ン ズ 、 こ の 一 対 の レ ン ズ を 連 結 す る ブ リ ッ ジ 、 前 記 レ ン ズ の
そ れ ぞ れ 外 側 付 近 に 取 り 付 け ら れ た ヨ ロ イ 、 左 右 一 対 の テ ン プ ル 及 び 前 記 ヨ ロ イ と 前 記 テ
ン プ ル と を 連 結 す る 左 右 一 対 の 丁 番 か ら 構 成 さ れ た ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 に お い て 、
前 記 レ ン ズ に は 「 レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 窪 み 」 が あ り 、 他 方 、 前 記 ヨ ロ イ に は 回 転 止 め 部
材 が あ り 、 当 該 回 転 止 め 部 材 の 一 部 又 は 全 部 が 前 記 窪 み に 嵌 入 し 、 そ れ に よ り ヨ ロ イ 及 び
テ ン プ ル の 回 転 が 止 め ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ヨ ロ イ が ネ ジ 止 め に よ り 前 記 レ ン ズ に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
記 載 の ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 窪 み が レ ン ズ 裏 面 側 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 及 び 眼 鏡 レ ン ズ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 は 、 レ ン ズ を 囲 む レ ン ズ 枠 が な い た め 、 他 人 に 対 し 眼 鏡 の 印 象 を 薄 く し
、 そ れ だ け 顔 を ス ッ キ リ 見 せ る 利 点 が あ る 。 ま た 、 レ ン ズ 枠 が な い た め 眼 鏡 が 軽 い と 言 う
利 点 も あ る 。 そ の た め 、 ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 は 人 気 が 高 い 。 こ の よ う な ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 は
、 主 と し て 、 左 右 一 対 の 眼 鏡 レ ン ズ （ １ ， １ ） 、 こ の 一 対 の レ ン ズ を 連 結 す る ブ リ ッ ジ （
２ ） 、 前 記 レ ン ズ の そ れ ぞ れ 外 側 付 近 に 取 り 付 け ら れ た ヨ ロ イ （ ３ ， ３ ） 、 左 右 一 対 の テ
ン プ ル （ ４ ， ４ ） 及 び 前 記 ヨ ロ イ と 前 記 テ ン プ ル と を 連 結 す る 左 右 一 対 の 丁 番 （ ５ ， ５ ）
か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 ヨ ロ イ を レ ン ズ に 取 り 付 け る 場 合 、 で き る だ け 構 成 を 簡 素 に ス ッ キ リ さ せ る た め
、 ネ ジ （ ６ ） で ヨ ロ イ を レ ン ズ に 止 め る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 ヨ ロ イ （ ３ ） に ネ ジ 孔 （ ３
ａ ） を 開 け 、 他 方 、 レ ン ズ に も 対 応 す る 位 置 に ネ ジ 孔 （ １ ａ ） を 開 け て お く 。 ヨ ロ イ （ ３
） 側 か ら ネ ジ 孔 （ ３ ａ ） 及 び ネ ジ 孔 （ １ ａ ） を 貫 い て ネ ジ （ ６ ） を 通 し 、 ネ ジ （ ６ ） の 先
端 部 （ 螺 旋 が 切 っ て あ る ） を レ ン ズ 裏 面 か ら 突 出 さ せ る 。 そ し て 、 先 端 部 に ナ ッ ト （ ６ ａ
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） を 嵌 め 、 そ れ を 回 転 さ せ て レ ン ズ を 締 め つ け る 。 こ れ に よ り ヨ ロ イ （ ３ ） が レ ン ズ （ １
） に 固 定 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 ネ ジ 孔 （ １ ａ ） は 正 円 な の で 、 ヨ ロ イ 及 び テ ン プ ル が ネ ジ 孔 （ １ ａ ） を 中 心 と し
て レ ン ズ 端 面 に 沿 っ て 回 転 す る こ と が 容 易 で あ る 。 そ の た め 、 眼 鏡 を 長 い こ と 使 用 し て い
る と 、 ヨ ロ イ 及 び テ ン プ ル の 位 置 が ズ レ て 眼 鏡 が 適 正 な 装 用 状 態 か ら 外 れ る 問 題 点 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の た め 、 実 開 平 ６ ─ ６ ０ ８ ２ ５ （ 図 １ の 符 号 ９ ） 、 実 用 新 案 登 録 ３ ０ ２ １ ４ ２ １ （ 図 １
の 符 号 Ｓ Ｐ ） 、 特 開 平 １ ０ ─ ６ ２ ７ ２ １ （ 図 ６ の 符 号 ４ ’ ） な ど の 考 案 及 び 発 明 （ 以 下 、
先 行 技 術 と 言 う ） は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ヨ ロ イ （ ３ ） か ら レ ン ズ 端 面 に 沿 っ て 上 下 に 爪
（ ３ ｃ ） を 立 て る こ と を 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 先 行 技 術 の 眼 鏡 で は 、 他 人 が 正 面 か ら 見 た と き 、 爪 が 見 え て 、 折 角 の ス ッ キ リ 感
が 低 減 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 折 角 の ス ッ キ リ 感 を 低 減 す る こ と な く 、 ヨ ロ イ 及 び テ ン プ ル が ネ ジ 孔 （
１ ａ ） を 中 心 と し て レ ン ズ 端 面 に 沿 っ て 回 転 す る こ と を 防 止 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ の た め 、 本 発 明 の 第 １ 発 明 は 、 主 と し て 、 左 右 一 対 の 眼 鏡 レ ン ズ （ １ ， １ ） 、 こ の 一 対
の レ ン ズ を 連 結 す る ブ リ ッ ジ （ ２ ） 、 前 記 レ ン ズ の そ れ ぞ れ 外 側 付 近 に 取 り 付 け ら れ た ヨ
ロ イ （ ３ ， ３ ） 、 左 右 一 対 の テ ン プ ル （ ４ ， ４ ） 及 び 前 記 ヨ ロ イ と 前 記 テ ン プ ル と を 連 結
す る 左 右 一 対 の 丁 番 （ ５ ， ５ ） か ら 構 成 さ れ た ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 に お い て 、
前 記 レ ン ズ に 「 レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 窪 み （ １ ｂ ） 」 を 設 け 、 前 記 ヨ ロ イ （ ３ ） の 一 部 を
前 記 窪 み （ １ ｂ ） に 嵌 入 さ せ 、 そ れ に よ り ヨ ロ イ 及 び テ ン プ ル の 回 転 が 止 め た も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 第 ２ 発 明 は 、 主 と し て 、 左 右 一 対 の 眼 鏡 レ ン ズ （ １ ， １ ） 、 こ の 一 対 の レ ン ズ を
連 結 す る ブ リ ッ ジ （ ２ ） 、 前 記 レ ン ズ の そ れ ぞ れ 外 側 付 近 に 取 り 付 け ら れ た ヨ ロ イ （ ３ ，
３ ） 、 左 右 一 対 の テ ン プ ル （ ４ ， ４ ） 及 び 前 記 ヨ ロ イ と 前 記 テ ン プ ル と を 連 結 す る 左 右 一
対 の 丁 番 （ ５ ， ５ ） か ら 構 成 さ れ た ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 に お い て 、
前 記 レ ン ズ に 「 レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 窪 み （ １ ｂ ） 」 を 設 け 、 他 方 、 前 記 ヨ ロ イ （ ３ ） に
回 転 止 め 部 材 （ ７ ） を 設 け 、 回 転 止 め 部 材 （ ７ ） の 一 部 又 は 全 部 を 前 記 窪 み （ １ ｂ ） に 嵌
入 さ せ た も の で あ る 。 こ の 嵌 入 に よ り ヨ ロ イ 及 び テ ン プ ル の 回 転 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 ま た 、 レ ン ズ 表 面 に ほ ぼ 平 行 な 底 面 を 有 し 、 レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 窪 み を 有 す
る 眼 鏡 レ ン ズ も 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 明 細 書 に お い て 、 「 ほ ぼ 」 と は 、 正 確 に そ う で あ っ て も 良 い し 、 或 い は 正 確 で は な い が
大 略 そ う で あ っ て も 良 い 意 味 で あ る 。 ま た 、 本 明 細 書 に お い て は 、 実 施 例 以 外 の 説 明 に お
い て も 、 部 材 （ 構 成 要 件 ） の 後 に 括 弧 を 設 け 、 そ の 中 に 対 応 す る 実 施 例 図 面 に 付 し た 部 材
の 符 号 を 引 用 し て あ る 。 引 用 は 、 あ く ま で 本 発 明 の 理 解 を 助 け る た め に あ り 、 本 発 明 を 実
施 例 に 限 定 す る 意 味 で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
窪 み （ １ ｂ ） は レ ン ズ 裏 面 側 （ 目 に 面 し た 側 ） に あ る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 レ ン ズ 表 面
に ほ ぼ 平 行 な 底 面 を 有 す る 窪 み が 好 ま し い 。
レ ン ズ （ １ ） は 、 窪 み （ １ ｂ ） を 設 け る た め 、 縁 厚 が 中 心 部 に 比 べ 厚 い 凹 レ ン ズ （ 近 視 用
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） で あ る こ と が 好 ま し い が 、 強 度 の 保 た れ る 、 あ る 程 度 の 縁 厚 が あ る な ら ば 、 度 の な い サ
ン グ ラ ス レ ン ズ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ブ リ ッ ジ 、 ヨ ロ イ 、 テ ン プ ル 、 丁 番 等 の 枠 部 品 は 、 金 属 例 え ば 、 β チ タ ン や チ タ ン 合 金 、
コ バ ル ト 合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 洋 白 な ど が 好 ま し い 。 し か し 、 適 当 な 強 度 が あ れ ば な
ん で も 良 く 、 プ ラ ス チ ッ ク で も 良 い 。 い ず れ に せ よ 細 身 の も の が 好 ま れ る 。 表 面 は メ ッ キ
や 塗 装 が 施 さ れ る こ と が 一 般 的 で あ る 。 テ ン プ ル の 耳 掛 け 部 だ け は 、 当 た り の ソ フ ト な プ
ラ ス チ ッ ク 製 （ 先 セ ル ） が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 図 面 を 引 用 し て 実 施 例 に よ り 本 発 明 を よ り 具 体 的 に 説 明 す る が 、 こ の 実 施 例 は 本 発
明 の ほ ん の 一 例 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 を こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 し て 解 釈 し て は な ら な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 実 施 例 １ （ 第 １ 発 明 の 一 例 ） 】
図 １ は 、 本 実 施 例 に か か る 「 ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 」 の 斜 視 図 （ ネ ジ は 不 図 示 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 眼 鏡 の 枠 部 品 は 全 て 金 属 で 作 ら れ て い る 。 但 し 、 テ ン プ ル の 耳 掛 け 部 （ ４ ａ ） は 、 先
セ ル （ プ ラ ス チ ッ ク 製 ） で あ る 。
こ の 眼 鏡 は 、 主 と し て 、 左 右 一 対 の 眼 鏡 レ ン ズ （ １ ， １ ） 、 こ の 一 対 の レ ン ズ を 連 結 す る
ブ リ ッ ジ （ ２ ） 、 前 記 レ ン ズ の そ れ ぞ れ 外 側 付 近 に 取 り 付 け ら れ た ヨ ロ イ （ ３ ， ３ ） 、 左
右 一 対 の テ ン プ ル （ ４ ， ４ ） 及 び 前 記 ヨ ロ イ と 前 記 テ ン プ ル と を 連 結 す る 左 右 一 対 の 丁 番
（ ５ ， ５ ） か ら な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
レ ン ズ （ １ ） に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ヨ ロ イ の 取 り 付 け 位 置 に 、 レ ン ズ 表 面 に ほ ぼ 平 行
な 底 面 を 有 し 、 レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 窪 み （ １ ｂ ） が 設 け て あ る 。 ヨ ロ イ 取 り 付 け 用 の ネ
ジ 孔 も 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
同 じ く 、 ヨ ロ イ （ ３ ） に も 取 り 付 け 用 の ネ ジ 孔 （ ３ ａ ） が あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ヨ ロ
イ （ ３ ） の 一 部 又 は 全 部 を 窪 み （ １ ｂ ） に 嵌 入 さ せ る 。 こ の 状 態 で 両 者 を ネ ジ （ 図 １ の 符
号 ６ ） で 結 合 す る こ と に よ り 、 ヨ ロ イ （ ３ ） を レ ン ズ （ １ ） に 取 り 付 け 固 定 す る 。 そ し て
、 こ の 場 合 、 １ ヵ 所 で ネ ジ 止 め す る に も 関 わ ら ず 、 ヨ ロ イ （ ３ ） の 一 部 又 は 全 部 を 窪 み （
１ ｂ ） に 嵌 入 し て い る の で 、 回 転 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ は レ ン ズ 端 面 の 一 部 を 示 す が 、 窪 み （ １ ｂ ） の 形 状 を 図 ２ と 違 え て 、 図 ４ に 示 す よ う
に レ ン ズ 裏 面 側 に 開 口 し た 開 口 部 （ 手 前 と 言 う ） の 寸 法 を 狭 く 奥 （ 手 前 に 対 し て 奥 ） を 広
く す る ア ン ダ ー カ ッ ト 形 状 に し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 ヨ ロ イ も 同 じ 形 状 に 合 わ せ る 必
要 が あ る が 、 合 わ せ れ ば 、 ヨ ロ イ が レ ン ズ 裏 面 側 か ら 離 れ る こ と が 防 止 さ れ 、 よ り 確 実 に
ヨ ロ イ を レ ン ズ に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
窪 み （ １ ｂ ） の 寸 法 は 、 深 さ ０ ． ３ ～ ３ ｍ ｍ 、 上 下 幅 １ ～ ５ ｍ ｍ 、 長 さ （ レ ン ズ 端 面 か ら
鼻 側 へ の 長 さ ） １ ～ ７ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 窪 み （ １ ｂ ） は 薄 い 直 方 体 形 状 を し て い る 。 直 方
体 の 場 合 、 図 ２ の 矢 印 方 向 か ら 見 た と き 、 窪 み （ １ ｂ ） は 長 方 形 を し て い る が 、 長 方 形 に
限 ら ず 、 五 角 形 や 台 形 、 「 長 方 形 の 対 向 す る 短 辺 ２ 辺 の う ち １ 辺 を 山 型 や 半 円 に し た よ う
な 形 状 」 な ど で も 良 い 。 台 形 の 場 合 、 互 い に 平 行 な 対 向 す る ２ 辺 の う ち 長 辺 側 が レ ン ズ 端
面 に 面 し て も 良 い し 、 短 辺 側 が 面 し て も 良 い 。 後 者 の 場 合 を こ こ で は 逆 台 形 と 言 う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
窪 み （ １ ｂ ） は レ ン ズ を 小 型 エ ン ド ミ ル で 加 工 す る こ と に よ り 、 簡 単 に 形 成 す る こ と が で
き る 。 特 徴 的 な こ と に 、 窪 み （ １ ｂ ） は レ ン ズ 表 面 に ほ ぼ 平 行 な 底 面 を 有 す る 。 こ の 底 面
に ヨ ロ イ （ ３ ） の 前 面 が 当 接 す る 。 な お 、 同 じ レ ン ズ を 別 の 方 法 で 製 造 し た 例 を 後 述 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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窪 み （ １ ｂ ） の 形 状 及 び 寸 法 は 、 ヨ ロ イ （ ３ ） の 一 部 又 は 全 部 が 嵌 入 す る よ う に 対 応 す る
も の で な け れ ば な ら な い 。 窪 み （ １ ｂ ） の 深 さ は 、 ヨ ロ イ （ ３ ） の 厚 さ よ り 大 き く て も 良
い 。 窪 み （ １ ｂ ） の 上 下 幅 は 、 ヨ ロ イ （ ３ ） の 上 下 幅 と 同 じ か 僅 か に 小 さ く 、 両 者 の 間 に
ガ タ が 生 じ な い よ う な も の で な け れ ば な ら な い 。 ガ タ が あ る と 、 僅 か だ が 回 転 す る の を 防
止 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 実 施 例 ２ （ 第 ２ 発 明 の 一 例 ） 】
図 ５ は 、 本 実 施 例 に か か る 「 ツ ー ポ イ ン ト 眼 鏡 」 の 左 側 の ヨ ロ イ （ ３ ） と テ ン プ ル （ ４ ）
の 一 部 を 示 し て い る 。 枠 部 品 は 全 て 金 属 で 作 ら れ て い る 。 但 し 、 テ ン プ ル の 耳 掛 け 部 は 、
先 セ ル （ プ ラ ス チ ッ ク 製 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ヨ ロ イ （ ３ ） と テ ン プ ル （ ４ ） は 丁 番 （ ５ ） に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 丁 番 （ ５ ） は 、 テ
ン プ ル （ ４ ） を 図 面 の 状 態 Ａ と レ ン ズ 裏 面 側 に 向 か っ て ほ ぼ ９ ０ 度 折 れ て 倒 れ た 状 態 Ｂ と
の 間 を 任 意 に 繰 り 返 し す る こ と が で き る も の で あ れ ば 、 こ の タ イ プ に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 特 徴 と し て 、 ヨ ロ イ （ ３ ） に は 回 転 止 め 部 材 （ ３ ｂ ） が 設 け ら れ て い る 。 回 転 止
め 部 材 （ ３ ｂ ） は ヨ ロ イ （ ３ ） に ロ ウ 付 け さ れ て い る 。 部 材 （ ３ ｂ ） は 、 寸 法 が 、 厚 さ ０
． ５ ～ ２ ｍ ｍ 、 上 下 幅 １ ～ ５ ｍ ｍ 、 長 さ （ 鼻 側 へ の 突 出 長 さ ） １ ～ ５ ｍ ｍ 程 度 で 、 ほ ぼ 板
状 （ 薄 い 直 方 体 ） を し て い る 。 直 方 体 の 場 合 、 図 １ の 矢 印 方 向 か ら 見 た と き 、 部 材 （ ３ ｂ
） は 長 方 形 を し て い る が 、 長 方 形 に 限 ら ず 、 五 角 形 や 台 形 、 「 長 方 形 の 対 向 す る 短 辺 ２ 辺
の う ち １ 辺 を 山 型 や 半 円 に し た よ う な 形 状 」 な ど で も 良 い 。 台 形 の 場 合 、 互 い に 平 行 な 対
向 す る ２ 辺 の う ち 長 辺 側 を ヨ ロ イ に （ ３ ） に 接 合 し て も 良 い し 、 短 辺 側 を 接 合 し て も 良 い
。 後 者 の 場 合 を こ こ で は 逆 台 形 と 言 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
他 方 、 レ ン ズ （ 凹 レ ン ズ ） に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 回 転 止 め 部 材 （ ３ ｂ ） に 対 応 す る 位
置 に 窪 み （ １ ｂ ） を 設 け て あ る 。 レ ン ズ を 小 型 エ ン ド ミ ル で 加 工 す る こ と に よ り 、 簡 単 に
窪 み （ １ ｂ ） を 設 け る こ と が で き る 。 特 徴 的 な こ と に 、 窪 み （ １ ｂ ） は レ ン ズ 表 面 に ほ ぼ
平 行 な 底 面 を 有 す る 。 こ の 底 面 に 部 材 （ ３ ｂ ） の 前 面 が 当 接 す る 。 な お 、 同 じ レ ン ズ を 別
の 方 法 で 製 造 し た 例 を 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
窪 み （ １ ｂ ） の 形 状 及 び 寸 法 は 、 回 転 止 め 部 材 （ ３ ｂ ） の 一 部 又 は 全 部 が 嵌 入 す る よ う に
対 応 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 窪 み （ １ ｂ ） の 深 さ は 、 部 材 （ ３ ｂ ） の 厚 さ よ り 大 き
く て も 良 い 。 窪 み （ １ ｂ ） の 上 下 幅 は 、 部 材 （ ３ ｂ ） の 上 下 幅 と 同 じ か 僅 か に 小 さ く 、 両
者 の 間 に ガ タ が 生 じ な い よ う な も の で な け れ ば な ら な い 。 ガ タ が あ る と 、 僅 か だ が 回 転 す
る の を 防 止 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
回 転 止 め 部 材 （ ３ ｂ ） が 逆 台 形 の 場 合 、 窪 み （ １ ｂ ） は レ ン ズ 端 面 に 開 口 し た 開 口 部 が 狭
く 奥 （ 鼻 側 ） が 広 い ア ン ダ ー カ ッ ト 形 状 に な る の で 、 部 材 （ ３ ｂ ） を 開 口 部 か ら 窪 み （ １
ｂ ） へ 嵌 入 さ せ る こ と は で き な い 。 こ の 場 合 は 、 ヨ ロ イ （ ３ ） の う ち レ ン ズ 表 面 に 当 接 す
る 部 分 と 部 材 （ ３ ｂ ） と の 隙 間 を 少 し 広 め に 製 作 し て お く 。 隙 間 に レ ン ズ 端 部 を 入 れ た 後
、 隙 間 を 狭 め る 方 向 （ 図 ５ で 矢 印 方 向 ） に に 部 材 （ ３ ｂ ） を 折 り 曲 げ る こ と で 、 部 材 （ ３
ｂ ） を 窪 み （ １ ｂ ） に 嵌 入 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 ヨ ロ イ を レ ン ズ に ネ ジ 止
め し な く と も ヨ ロ イ が レ ン ズ か ら 外 れ な く な る の で 、 ネ ジ を 無 く す こ と が で き 、 一 層 、 ス
ッ キ リ す る 。 更 に 、 場 合 に よ り ヨ ロ イ （ ３ ） の う ち レ ン ズ 表 面 に 当 接 す る 部 分 を 短 く す る
こ と も で き 、 一 層 一 層 、 ス ッ キ リ す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ う し て 、 回 転 止 め 部 材 （ ３ ｂ ） の 一 部 又 は 全 部 が 窪 み （ １ ｂ ） に 嵌 入 す る こ と で 、 ヨ ロ
イ 及 び テ ン プ ル が ネ ジ 孔 （ ３ ａ ） を 回 転 中 心 と し て レ ン ズ 端 面 に 沿 っ て レ ン ズ が 回 転 す る
こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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図 ７ に 示 す よ う に 、 ヨ ロ イ （ ３ ） の う ち レ ン ズ （ １ ） 表 面 に 当 接 す る 部 分 と 部 材 （ ３ ｂ ）
と の 隙 間 に レ ン ズ （ １ ） の 端 部 を 入 れ た 後 、 ヨ ロ イ （ ３ ） を レ ン ズ （ １ ） に ネ ジ （ ６ ） で
ネ ジ 止 め す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ の た め 、 ヨ ロ イ （ ３ ） 及 び レ ン ズ （ １ ） に は 、 予 め 、 対 応 す る 位 置 に そ れ ぞ れ ネ ジ 孔 （
３ ａ ） 、 （ １ ａ ） を 開 け て お く 。 ヨ ロ イ （ ３ ） 側 か ら ネ ジ 孔 （ ３ ａ ） 及 び ネ ジ 孔 （ １ ａ ）
を 貫 い て ネ ジ （ ６ ） を 通 し 、 ネ ジ （ ６ ） の 先 端 部 （ 螺 旋 が 切 っ て あ る ） を レ ン ズ 裏 面 か ら
突 出 さ せ る 。 そ し て 、 先 端 部 に ナ ッ ト （ ６ ａ ） を 嵌 め 、 そ れ を 回 転 さ せ て レ ン ズ を 締 め つ
け る 。 こ れ に よ り 、 ヨ ロ イ （ ３ ） が レ ン ズ （ １ ） に し っ か り と 固 定 さ れ 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
実 施 例 １ 、 ２ 共 に 、 レ ン ズ （ １ ） は １ 枚 レ ン ズ で あ り 、 小 型 エ ン ド ミ ル に よ り 掘 削 加 工 す
る こ と で 窪 み （ １ ｂ ） を 設 け る 製 法 例 を 説 明 し た が 、 別 の 製 法 例 を 説 明 す る 。 レ ン ズ （ １
） を ２ 枚 貼 り 合 わ せ レ ン ズ と し 、 前 面 側 又 は 裏 面 側 （ 目 に 面 し た 側 ） に 位 置 す る 側 の レ ン
ズ に 切 り 欠 け を 設 け る の で あ る 。 こ の 場 合 、 窪 み （ １ ｂ ） の 深 さ は 、 切 り 欠 け を 設 け た レ
ン ズ の 厚 さ で 決 ま る こ と か ら 加 工 が 容 易 に な る 利 点 が あ る 。 ２ 枚 貼 り 合 わ せ レ ン ズ の 場 合
、 一 方 又 は 両 方 を 偏 光 レ ン ズ や 着 色 レ ン ズ に し て も 良 い 。 ま た ２ 枚 の 間 に 偏 光 フ ィ イ ム を
挟 む こ と に よ り 偏 光 レ ン ズ （ １ ） と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ヨ ロ イ 及 び テ ン プ ル が ネ ジ 孔 （ ３ ａ ） を 回 転 中 心 と し て レ ン ズ 端
面 に 沿 っ て レ ン ズ が 回 転 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 そ れ で い て 、 眼 鏡 は 先 行 技 術 の 爪 の よ う
な 目 立 つ 部 材 が な く 、 ス ッ キ リ し た 印 象 を も た ら す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ の 右 側 レ ン ズ 例 １ を 裏 面 側 （ 目 に 面 し た 側 ） か ら 見 た 斜 視 図
【 図 ３ 】 図 ２ と 同 じ く 斜 視 図 （ 図 ２ に ヨ ロ イ を 嵌 入 し た 状 態 ）
【 図 ４ 】 実 施 例 １ と 異 な る 右 側 レ ン ズ の 一 部 を 示 す 側 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す 斜 視 図 （ ヨ ロ イ と テ ン プ ル の 一 部 ）
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す 斜 視 図 （ 左 側 ヨ ロ イ と テ ン プ ル の 一 部 ）
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す 平 面 図 （ 左 側 ヨ ロ イ と レ ン ズ の 一 部 ）
【 図 ８ 】 回 転 が 防 止 さ れ て い な い 従 来 製 品 を 示 す 斜 視 図 （ 左 側 ヨ ロ イ と レ ン ズ の 一 部 ）
【 図 ９ 】 爪 （ ３ ｃ ） の あ る 先 行 技 術 の 眼 鏡 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ・ ・ ・ レ ン ズ
１ ａ ・ ・ ネ ジ 孔 （ ネ ジ 切 り の な い 単 な る 貫 通 孔 ）
１ ｂ ・ ・ 窪 み
２ ・ ・ ・ ブ リ ッ ジ
３ ・ ・ ・ ヨ ロ イ
３ ａ ・ ・ ネ ジ 孔 （ ネ ジ 切 り の な い 単 な る 貫 通 孔 ）
３ ｂ ・ ・ 回 転 防 止 部 材
４ ・ ・ ・ テ ン プ ル
５ ・ ・ ・ 丁 番
６ ・ ・ ・ ネ ジ
６ ａ ・ ・ ナ ッ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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